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図面番号Ｍ－６の通りです。

図面より計測してください。ただし、縮尺は１：１００でなく、１：５０とします。

図面番号Ｃ－２の防食塗装対象箇所が開口部であり、撤去・搬出ルートで
す。
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1
施工期間外に№１、２の２台が使用でき、かつ施工期間中に№１、２のどち
らかが使用できれば可とします。

現場説明書の備考欄に「本工事における監理技術者専任期間
は平成27年12月15日から工期末を予定する。」と記載あります
が、現地施工は、平成27年12月15日～平成28年5月までにポン
プ1台を施工し、平成28年11月～工期末までに残り1台を施工す
る計画でよろしいでしょうか。

特記仕様書P16の「2.仕様(2)口径の中にφ 900エルボ×2本」と
記載ありますが、どの部分の配管を更新するか図示願います。

図面番号：M-5にあります、ポンプ軸芯から、吐出管芯までの距
離をご教示下さい。

既設φ 900フラップ弁の扉体のみ撤去する時の撤去・搬出ルート
を図面から読み取れませんでした。
御計画されているルートが分かるような図面を提示願います。
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5
既設フラップ弁の扉体撤去時に、吐出井をドライにする必要あり
ますが、水槽の水抜き作業および浚渫作業は施工範囲外と考
えてよろしいでしょうか。

可能な範囲の水抜きは発注者作業範囲です。
吐出井内の残水（３５０㎥程度）の水抜き（後段への移し替え）は工事範囲
内です。

6

上記作業が本工事施工範囲内の場合、水替え作業時の排水先
および浚渫量をご教示下さい。
また、止水板が必要な場合は、設計書のどの部分に該当する
か御教示下さい。

排水先は、後段水処理施設です。
浚渫については必要ないと考えます。
止水板は必要ないと考えます。

7 上記、止水板が必要な場合、設置予定位置を図示願います。 必要ないと考えます。

8
撤去する各機器毎の質量および撤去材料の数量をご教示下さ
い。

ポンプ（中間軸架台含む）　１２．９ｔ　（以下全て各１台）
電動機（抵抗器含む）　７．２ｔ
吐出弁　２ｔ
フラップ弁体　０．６ｔ
（以上、特記仕様書Ｐ．１９ 第５節 §１ №７吸込配管、吐出配管（材料）以
外）
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9

図面より既設天井クレーンが見当たりませんが、ポンプ室内に
天井クレーンがあり、現地施工期間中に使用可能と考えてよろ
しいでしょうか。
なお、天井クレーンの仕様（定格荷重等）をご教示下さい。

天井クレーンは有り、使用可能です。
定格荷重は１５ｔです。

12
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10
搬入口～設置場所までのルートが図面より読み取れませんの
で、搬入口の場所および機器搬入出ルートが解るような図面を
提示願います。

別紙図面（機械棟１Ｆ平面図、矢視Ａ－Ａ）を参照ください。

11 機器搬入口が不明のため、搬入口寸法をご教示下さい。 ３４００ｍｍＷ×４３００ｍｍＨです。


